課題研究基礎　授業進行表　1回目
テーマ：授業ガイダンス
位置づけ：課題研究の概要と、研究概論の、研究の意義・目的について。
目　的：課題研究の全体像を理解し、研究に対してモチベーションをアップする。
方　法：講義とペアワーク
配布物：ワークシート
Classroomでの配布物：先輩の動画，ルーブリック，課題について

	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	５分
	出席確認　担当者自己紹介
	
	１　２

	２分
	授業の進め方
持ち物
本日の内容紹介
	
	３　４
５

	３分
	高津LC
・高津LCの意味とイメージを持つ
【発問】LCとは、高津高校独自のことば　由来は何でしょう？
	
・LC＝Liberty&Creativity 自由と創造が起因
・高津LC＝高津高校における課題研究活動の総称
	６

	５分
	課題研究について
・課題研究とは
【発問】課題研究とは、どんなイメージ？

	
・課題研究メソッドP14参照
・自由研究（調べ学習）から浮かんだ課題をさらに深めて解決し、発表する活動
	
７



	６分
	課題研究の必要性
・ペアトークの説明
・【発問】なぜ、課題研究を行うのか？
（思考１分　トーク１分　質問30s
　　　　　　トーク１分　質問30s）
・【回答】エジソンの画像を用いて説明
・まとめ【発問】つまり、どのような人間が求められるのか？
（思考１分　トーク１分　質問30s
　　　　　　トーク１分　質問30s）
	
・「伝える」と「質問する」により、アウトプット回数を増やすことが狙いである



・現代社会で求められる思考が、知識理解思考論理的思考創造的思考へと変化している
	
８
９


10　11
12  13

	５分
	日本の教育改革について
・社会が求める人物像
・大学入試と課題研究
	
・SDGsの解決などに向けて、創造的思考力を持った人材が求められている。
・それによって入試制度や高校での学びに繋がっていることを説明する
・難関大学でも課題研究が総合型選抜（旧AO）や推薦入試の項目に挙がる。東大・京大：特色入試、阪大：世界適塾入試だけでなく、他の大学にも広がっている。
・学習歴（ポートフォリオ）が重要になる
	
14

	１分
	高津高校での課題研究
・LCと創造探究事業について
	

	
15

	17分
	LCについて
・高津LC授業展開

・サイエンティフィックスキルズの習得度について自宅でアンケートに回答しておく。
・77期の課題研究の代表班の発表の様子、76期代表生徒から後輩へのメッセージを自宅で視聴し、感想を記入しておく。
・評価について
	
・目的、サイエンティフィックスキルズ、カリキュラムについて
・GoogleアカウントやChromebookが配付されてからの作業となる。
・課題研究を経験し、動画のような発表ができるようになることが高校時点での目標。

・評価について説明し、ルーブリックを提示する
	
16

17～22

23　24


25

	４分
	創造探究事業について
・創造探究事業について
・レポートについて
	
・学校での学びを超えた刺激の場
・レポート、参加数カウント、参加の流れについて
	
26
27　28

	２分
	まとめ
・高津LCとは、高津高校で行われる課題研究に関わる授業、事業の総称である。
・課題研究は、今後の社会の変動に対応していく創造的思考力を習得するために行う授業である。
・高津高校では、1年生で課題研究の基礎を築き、2年生で科目別に課題研究を行いながら論文を作成し、3年生で論文を提出する、という3段階で課題研究を学ぶ。
	
・ねらいを説明する
・本時の内容をまとめる
	
29
30


参考資料
課題研究の定義：岡本尚也（2018）.「課題研究メソッド」啓林館
ペアトーク：樺沢紫苑(2018).「OUTPUT大全」サンクチュアリ出版
日本の課題：内閣府HP.　society5.0
　　　　　　文部科学省HP.　科学技術白書　平成30年度版
大学入試改革：BenesseマナビジョンHP
大学入試要項：各大学HP
